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教育基本法「改正」問題の動向
一教育基本法「改正」問題 を考 える連続講演会か ら一

村 元 宏 行 （法政大学大学院博士課程 憲法・教育法専攻）

1 0 月 17 日、教育基本法の見直 し問題について審議 していた中央

教育書議会の基本問題部会で、教育基本法の見直 しに関する中間報

告の素案が審議されま した。その中では、グローバル化、情報化、

地球環境、男女共同参画などへの対応の視点が示され、日本人のア

イデンテ ィティ（伝統、文化の尊重、郷土や国を愛する心）の視点

が示され、「愛匡レb 」 という言葉が使われています。中教審は、こ

の素案をもとに中間報告、そ して最終報告をまとめ、早ければ次期

通常国会に教育基本法の改正案が上程されるのではないかといわれ

ています。

昨年以来、教育基本法の見直 しが正式な日程と して取 り上げ られ

てきま したが、一体、教育基本法の何を、どの様に「改正」 しよう

とい うの か 、あ ま り見 え てき ませ んで した 。 と ころが 、 この 中 間報

告の素案か ら、「改正」の中身がかな り具体的に見えてきま した。

当初、教育改革国民会議で教育基本法の見直しが取 り沙汰された際

には、教育基本法を変えることによって今の教育が少 しでも良くな

ればとい った発想もあ った様に思います。もちろん、日本の教育が

このままでいいと思っている人は少ないはずですが、かつて法社会

学者の川島武宣先生が 『日本人の法意識』のなかで 「法律の しろう

とは、法律さえ作れば、何でもすぐ世の中は変わって しまうと思い

がち であ る」 と指 摘さ れ たと お り、教育 問 題 も法律 を かえた らど う

にか なる とい うも ので は あ りませ ん。教 育 基本 法 をか えよ う とする

とき、まず正当な論拠となり得るのは、教育がいい方向に向か って

いこうとする時に、教育基本法の規定がそれを妨げているといった

場合 で しょ う。

「新 しい時代に必要だと言われる改革やj改策に しても、教育基本

法がその推進を妨げているということはない」。

教育と文化を世界に開く会が主催する第一回目の連続講演会（9 月

2 5 日）で、前教育改革国民会議委員．の藤田英典東京大学教授は具体

的データを示 して強調 しました。また。第二回目の連続講演会（ 1 0

月18 日）で西原博史早稲田大学教授 は、「教育基本法 「改正」論に

ついて 、時代 に合 わ せて 新 しいも の をつ く りかえ るんだ 、何 とな く

こうい うもの も入 れ た らきれ い にな るか も しれ な いか らかえ るん だ

とい った事柄は沢山出てくるが、そこが教育基本法の「改正」の動

きの本質ではないということを読みとっていただきたい。今までで

きなかったこと、能力主義教育、愛国心教育をやりたいから教育基

本法 をつ く りか えるん だ とい うことが 本質で ある」 と指摘 しま した。

ところで、憲法 「改正」問題も決して社会の関心が高いといえな

いと思いますが、教育基本法「改正」問題はそれ以上に社会の関心が

ないといわれます。「教育基本法は理念法だか ら、改正されたからと

いってあ ま り影響 はないん じやな いの ？」 という声 は私 の周 りの大 学

院生か らも本音 と して聞かれ る言 葉です。本 当にそ うで しょうか。

いまの教育基本法 「改正」論者は、教育基本法に「愛国心」を書

いた ら、 日本 の人 々 が郷土 や 国を 愛す る よ うになる と考 えて いるの

でし ょうか。 そ うで はな い と思 い ます 。教 育基 本法 を変 えて それ で

終わ りとい うこ とに はな らな い とい うこ とです 。つ ま り、「愛 国心 」

が教育基本法に甥定されたら、そこで規定された「愛国心」という

もの は ど うい う中身の もの か 、 とい った解 釈問 題 にな ります 。そ し

て「教育 基本 法 がい う愛 国心 とは こ うい うもの だ」 と解 釈 して実 際

N EW SLETTER  N o ． 6 4 C O N T E N T S
教育基本法「改正」問題の動向 ／ 1

（ 丑18 歳以上による住民投票実施～秋田県岩城町か ら ／2

②日本子どもN P O センター設立

一 設立総会・設立記念シンポジウム開催 （2 0 0 2 息 2 1 ）－ ／ 3

③国連・ 子どもの権利委員会、イスラ工ルの第 1 回報告書

を審査 ～ 子どもの権利の重大な侵害を問題視～ ／4

（ 2 貢 につ づ く）

④国連・子どもの権利委員会、独立 した監視機関に

関する一般的意見第2 弓を採択 ／5

・ 子どもによる、子ども通信社 ボイス（V O IC E ） ／ 6

・『あ なた はち っとも わる くな い －だいじょうぶの絵本 1－』／ 7

・ 子 どもの 権利 条約 フォー ラム 2 0 0 2 ちば だよ り ／ 8

』

子どもの 権 利条 約 第 6 4号・ 2002 年 10 月20 日号



に運 用 して い くの は 国の政 治 家や お役 人 とい う こと になる ので しょ

う。教育基本法に善かれた理念が変え られたら、それに伴 って他の

法律や学習指導要領、教科書に善かれる内容すべてが変わ ってくる

とい うことです 。

第二回目の連続講演会で、呼峻淑子埼玉大学名誉教授は「国の何

を愛するのかについても多様だ し、国を愛する人がいてもいいし国

を嫌 う人 がい て も いい と思 う。」 と述 べ られ ま した 。 しか し、 中 間

報告素案に示されたとお りに教育基本法が「改正」されて、それに

伴って教育制度なり教育内容が変えられていった ら、もうそんなこ

とは許さ れな くなる かも しれま せん。

このほかにも多くの問題を含んだ、現在進行中の教育基本法 「改

正」の動向に、多くの皆さんが感心を持ち、その 「改悪」に反対す

る議論に参加 していただけたらと思います。
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富日時 ：2 0 0 2 年 1 1月 2 2 日 （金 ）午 後7 時開会 芸
中富場所 ：早稲田大学大隅小講堂 （J R 山手線・西武新宿線「高田 吉

富馬場駅」下車徒歩2 0 分、地下鉄東西線 「早稲田駅」下車 冨

冨徒歩5 分、都電矧 ‖駅「早稲田駅」下車徒歩5 分） 言

霊資 料代 ：5 0 0 円 ～事前 申 し込み不 要 ～ 蓋
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冨■訴演 辻井 喬 （作 家） 豊
富中川 明 （弁護 士 ） 芸

串中

量司会 ：岡本厚 （岩波書店 「世界」編集長） 芸
申中

量■問い 合わ せ （教 育 と文化 を世界 に開 く会事 務局 ） 芸
申中

富〒 1 6 2 －0 0 5 2 東京 都新宿 区戸 山 1 －2 4 － 1 冨
申中

富早稲田大学文学部 3 3 胃館 1 5 7 6 号喜多研究室 芸
申中

豊T E L ・ F A X 0 3 －3 2 0 3 －4 2 3 1 （本 会 専 用 ） 芸
申中
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18 歳・1 9歳が日本で初めて投票 しました 〃

－18歳以上 による住民投票実施（2002年9月29 日）～秋田県岩城町～一

野 村 耕 平 （19歳 N P O 法人R ig hts代表理事 東京都立大学2年生）

私 た ち、N P O 法人 R ig htsは 「未 来 を長 く生 きる若 者 は未 来 の決 定 によ り大 きな千 住 を」 とい う軌 、か ら2 0 0 0年 5月 に結成 され 、選 挙

権年 齢 の引 き下 げ と政 治教 育 の充 実 を図 る1 0代 ・2 0代 を中心 と したN P O 法 人 です 。 これ まで 、 フ ォー ラム やサ ロ ン、各 地 で街 頭宣 伝

や意 見 交換 を行 う全 国 キ ャラバ ン、1 9歳 以下 の 世代 を対 象 に した国 会議 員 ユ ース イ ン ター ン シ ップ、 ユ ース も ぎ投票 な どの活 動 を重

ねて きて い ます 。今 回の 18歳 か らの住 民投 票 は 、R ig htsの 主張 す る1 6歳選 挙 権 に非 常 に近 い もの が あ ります 。 そ こで私 、代 表 の野 村

が現 地 に行 き、岩 城 町長 と、初 め て投 票 す る1 8・ 1 9歳 に話 を伺 い 、投票 資格 の拡 大の 意識 とその影 響 を取材 して きま した 。

■日本で初めて

日本で初めての 18 歳からの住民投票は、 2 0 0 2 年 9 月2 9 日（日）、

秋田県岩城町で行われま した。 1 8 歳からの住民投票は愛知県高さ兵

市でも認め られていますが、18・1 9 歳が実際に投票するのは全国で

初めてのケースです。岩城町は、日本海 に面 し、人口は6 ．5 8 3 人、

内18・19 歳は 14 9 人（2 ．3 ％）の小さな町で、普段の選挙の投票率

はほとんどが8 0 ％を上回つています。今 回の住民投票は、岩城町

が北の秋田市周辺 と南の本状市周辺のどち らと合併するかを問 う二

者択一の選挙です。

■投票率

結果は本荘市への合併に賛成ということでした。 18・1 9 歳世代の

投票率は、2 0 歳以上の投票率 と比べて少ないよ うに見えますが、

町役場によると 18・19 歳の3 割近くが、住民票を移動せず就職・学

校の為町外で暮 らしているため、実質的には 1 0 0 ％近 くなるという

こと です 。全 国 初 とい うこ とで 、注 目 を集 め たせ い もあ ります が 、

1 8・ 19 歳が持つ合併への関心の高さが伺えます。

年一輪別投票結果

■18・1 9 歳へのインタビュー

投票 当 日、投票 にき た 1 8・1 9 歳 に インタ ビ ュー した と ころ、初 め

ぱ
投票について、「緊張 した」「ドキ ドキ した」「意見が反映されて

子どもの権利条約 第64 号・2 00 2年 10 月20 El号

嬉しい」など率直な感想が

聞けま した。投票 した理由

については「合併について

関心が無かったが、『投票

できるj って聞いて合併の

記事を読み始めた」「投票

に行くから家族会議で話 し

合った」など、投票をきっ

かけに家庭や友達と合併に

つい て考え るよ うにな った

ことが分 か りま す。 朝 7 時

から夜7 時まで投票できる

為、午前中に投票を済まし

てか ら、午 後 は秋 日］市 や本
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取材 さ れ る 18歳

荘市 の方 に遊 びに行 くと い う 1 8・1 9 歳 が多 く、いつ もの 日曜 日の よ

うにご く 自然 と投 票 して い く姿 が、 まだ選 挙権 のな い 自分 にと って

はう らや ま しい と思 いな が らも 、非常 に印象 的で した。

■加藤鉱一町長へのインタビュー

投票 日の前 日、2 8 日に岩城町：役場 にて加藤町長にお話を伺いま

した。 1 8・1 9 歳 に投票資格を認めたことについて、「 1 8・1 9 歳の

人はこの町の将来を背負 って立つ人なので、その人たちが投票でき

ることが 自弁宍。それ に、高校 が町外なの でこ岩城 町を外力＼ら客観的 に

見ることが出来る。この住民投票をきっかけに身の回りのことに関心

年　 齢 有権者数 投票総数 投票率

2 0 歳以上 5 ，2 7 8 人 4 ．3 1 0 人 8 1．6 ％

18 ・1 9 歳 1 4 9 人 9 9 人 6 6 ．4 ％



を持 っても らえる よ うにな

ると思 う。」 衰た 、 1 8 ・1 9

歳への選挙啓発 につ いて

は、「話が伝わ らな いと、

情報がない＝判断できない

にな って しま う。 自分で 町

内を廻 って、地域説明会や

保育園の父母の方や小学校 左か ら、加藤町長 、筆者（野村）

のP T A を対象に した説明会などで、『とにかく家族で合併のこと

を話 し合 ってください』とお願い して廻 った。」など、若い世代へ

の期待を語っていただきました。

■ま とめ

今回取材を して感 じたことは、町長を初め、年齢を問わず町の人

のほとん どが 18 歳か らの投票を違和感無 く、当然のように受け入

●良 a 8 血q ㊤固 臨 夢¢ ロ夢ゐ 包㊥㊥包

くくく政治でつ な ぐ世界の若者 ＞＞＞

1 9 才の町長、アメ リカか ら初来 日 ナナ

2 0 0 2 年 1 1月 1 5 日、1 6 日、1 7 日 於 ：国立オリンピック記念青少年総合センター

（詳細はホームページ h ttp ：〝w w w ．「ig h ts ．0 りP／へ）

世界の多 くの国々では、すでに選挙権年齢のみな らず、被選挙権

年齢も 18 歳であたえ られています。そのような制度のもと、各国

で〈超若手政治家 〉が誕生 しています。

ア メ リカの 1 9 歳 町長 、 ス ウ ェー デ ンの 2 0 歳 国会 議員 ‥‥‥そ んな

超若手を日本に招いて複数のイベン トを開催 します。あわせて著者

の政 治参加 を 求め て活 動 して いる若 者 も ドイ ツや オー ス トラ リアか

ら来ていただきます。

3 日間にわ た り、6 つ のイベ ン トを開催 します ／／ ※全企 画通訳 有

～子どもの育ちを支えあ う放 縦 会をめざしで～

れていることでした。また、小学校の授業でも合併問題が取 り上げ

られて おり、年齢を問わず自分達の身の回 りの 叫政治けについて関心

をも つ良 いき つか け にな った と思 われ ます 。2 0 0 2 年 に入 って か ら

1 8 歳以上に投票を認める住民投票条例が愛知県高5兵市で制定され、

今回の秋田県岩城町では実際に日本で始めての 1 8・19 歳か らの投

票が行われま した。静岡県東伊豆町でも合併 を問う住民投票を 18

歳以上 に認める見込みがでてくるなど、 1 8 歳からの住民投票はも

う常識になっています。確かに住民投票は身近な事柄についての選

挙であり、法的拘束力が無いとい う点で、従来の選挙とは厳密に同

じとは言えません。 しか し、 1 8・1 9 歳が 自分達で考え、その結果

が公的に影響力をもつことには違いがありません。現在、超党派国

会議員によって行われている「選挙権年齢の引き下げを求める国会

議員懇談会」とあわせて、これか ら選挙権年齢そのものについての

議論が 高 ま って い くことは 確実だ と思 われ ます。

・★☆★メイン企画・ シンポジウム★☆★

世界・子 ども・若者・政治サ見 ツ ト ／＜ 定員2 5 0 名＞

1 1月 1 6 日（土） 13 ：3 0 ～ 16 ：3 0 （受付開始 13 ：0 0 ）

参加費 ：一般2 0 0 0 円 会員・ 18 歳末満 10 0 0 円

10 代・2 0 代で活躍する海外ゲス トとともに、各匡lでの社会参加・政治

参カロの実践幸艮告を中心 に討論するパネルデ イスカッシ ョンです。子ども ・

若者の社会参加の状況やi毀治活用能力の育成のあ り方、子ども・若者の声

を社会システムにどのよ うに反映さ■れるかといった課題 とその解決の糸口

を発 見 しあ うこ とを め ざ しま す 。

◆◆主催・お申 し込み・ お問い合わせ◆◆

特定非営利活動法人R ig ts／R 壇hts六本木オフィス

〒10 6 －0 0 3 2 東京都海区六本木 4 －7 －1 4 みなとN P O ハウス4 F

T E L＆F A X ：0 3 －3 7 9 6 －0 8 2 2 携帯 ：0 9 0 －1 9 9 1－7 4 5 8 （林）

∈－m a il：in f o ＠「ig h t s ．0「．jp RightsHP一一http：／／www．「ights．0「．jp／

日本 亨 ども N P O セ ンター 設 立

林 美 栄 子 （日本子どもN PO センター事務局次長）

9 月2 1 日（土 ）、東 京 ウ イメ ンズ プ ラザ ホ ール （東 京都 渋 谷 区）で 日本 子 ど もN P O セ ンタ ーの設 立 総会 な らび に設 立記 念 シ ンポ ジウ ム

が開催 され ま した 。 この 日まで に設 立発起 人 は2 0 8 人 、当 日の設 立総 会 には1 4 9 人が 出席 し、シ ンポ ジウ ムに は29 0 人 が参加 しま した。

目的と事業の柱

日本子ども N P O センターは、「子どもの育ちを支えあう地域社会の

創造と子どもの生命と意思が尊重され、豊かな成長が保障される社会

の実現」 を 目的 に設立さ れ、今後 は、①ネ ッ トワー ク事業 と して、子

育て・子育ちに関する団体、個人や諸機関との連携、（卦調査・研究と

政策提言事業、③基盤整備事業として、子どもの育ちを支えあうため

の条件整備、の3 つを事業の柱にして活動を広げていくことになりま

す。子ども関連 の N P O を中心 と した全 国ネ ッ トワー ク組織 と して 初

めて であ り、子 ども に関 わる社会 問題の解決 に向 けたア クシ ョン にも

期待が集まっています。

設立総会・設立記念シンポジウム ー田中康夫長野県知事も出席

設立総会当日の午前は、日本子どもN P O センター専務理事の大日

向雅美（恵泉女学園大学教授）と同じく専務理事の広岡王守穂 （中央大

学教授）が議長を引き受け、事業計画や役員等について 14 9 人の出

席者から承認を受けま した。

午後の シンポジ ウムの パネル デ イス カ ツシ ョンは、同セ ンター代 表

理事の堀田力（さわやか福祉財団理事長）のコーディネー トと、大日

向雅美、同センター理事の広岡智子さん（子どもの虐待防止センター

理事）に加え、，長野県知事の田中康夫さんの出席が話題を呼びました。

最初に発言者として、日本子ども N P O センター理事の田中健一さ

ん（フ リー ス クール 全国 ネ ッ トワーク事 務局長 ）が 「日本 とい う社会

は枠 をつ く ってそ こか ら考 える。 親は親 と して 、教師 は教 師と して、

大人 は大 人 と してど うかとい う発 想。その枠 組みで はも うあて はま ら

ない ことがた くさんあ る。 このセ ンターでの 活動 をとお して、ゼ ロか

ら人 と人 がつな が りあ うことの必要 性を感 じたい」 と語 りま した。広

岡さんは、堀田の 「親は自分で産んだ子を育てる義務があるか」との

問いに対 し、「虐待している親でもその子を育てる義務があると言 っ

てしま うと子 どもを守 れない。 しか し一方 で、問題の ある親 が治療 や

援助を受ける権利はある。虐待予防や防止のための援助ができていな

い。 これは この セン ターと ともにできる活動 だ と考 えている」 と語 り

ました。長年、子どもや親の問題のひとつは男女が仕事と家庭で分け

られてい る ことか らくる と訴え てきた大 日向は、「社 会 を改革 し

子 ど もの権 利 条 約 第 64号 ・ 20 02年 10 月2 0 日号
包



くには、男性をまずは家庭に帰すシステムをつくる必要がある。男女

が共 に働 き、共 に子ども を育てる。 それ は男 女共 に人 間 ら しく働 くと

いうこと。子どもを社会の宝としてみんなで育てられる社会の実現の

ために、このセンターの活動が始まったのだと思う」と述べた。また、

田中知事の「（機能としての単なる）学童保育の充実は、結果として親

が子どもと接する時間が少なくなったり、親の子育て学習の機会を奪

うことにな りは しな いか、 との懸念 もある」との発言 に対 し、「制度 や

ハコものよりも心意気、の説明として学童保育の例をあげられるのは

不適切。これは問題が違う」と反論。田中知事は、「子どもと接する時

間を減 らしてまでも働かなくてはならない鋳型の社会がどうなのか、

という議論から始めたい。それを しないうちに学童保育を充実させる

だけでは分業化社会が疲弊していくだけ」と応 じる場面もありました。

その後は、もう一人の代表理事である新澤誠治から設立の挨拶、

続いて、厚生労働省雇用均等・児童家庭局長の岩田喜美枝さんと文

化庁文化部長の寺脇研さんから、日本子どもN P O センターヘの期待

を込 めた挨拶 をい ただ きま した。 リ レー トー クで は著 者 を含め 2 1人

がそれぞれの立場で発言 し、会場全体が市民主導でこの「子ども業界

団体」を盛り立ててのいこうとする気概や雰囲気につつまれました。

これ か らの活動 につい て

設立にあたり、設立準備委員会では日本子どもN P O センターの正

会員を「推進会員」という名称にすることで合意 しました。この名称

〓 ●
■－

－ ● ＿ 臣慧

への こだ わ りは 、 このセ ン ター に正会 員 と して集 ま る人 たち が、 日

本子 ども N P O セ ンター の 目的（ミ ッシ ョン）の実 現の ため に余力を持

ち寄 り、 とも に汗 をか く仲 間 と して 集 ま ってほ しい 、と い う思 い か

らです。今後の活動は、情報センター機能の整備や子 どもファン ド

の立ち上げ、人材育成など、子ども関連団体のサポー トや基盤整備

のための事業への取 り組みはもちろんですが、子どもにかかわると

いうことで一貫 しつつ、さまざまな切 り［コで多数のテーマ限定型の

プロジ ェク トが立 ち上 が って い く ことが必 要 です 。そ して、 プロ ジ

ェク トごと にメ ンバ ー が集 ま る と い う形 態 を と って い くは ずで す。

とはいえ、推進会員のほかには、 1 万人をめざす「つながり会員」や

一般的な賛助会員である「ささえ会員」もあり、そのときの都合に応

じた参加が可能です。どのかかわりもセンターの運営には必要です。

さ らに、「子 どもの 育ち を支 えあ う地域 社会 」づ くりに は、子 ども

と大人のパー トナーシップが不可欠です。子どもたちが集い、大活

躍で きるセ ンタ ーにな れる よ う皆 さん の力 をお貸 しくだ さい 。

＜ 連絡先＞〒106－003 2 東京都海区六本木4 －7－14 みなとN P O ハウス3 F

電話 0 3 －5 7 8 5 －1 7 9 5 FA X ．0 3 －3 7 9 6－2 3 5 7

e m a il：in fo＠ ko d o m o －C e n te「．jp URL：http：／／WWW．kodomo－Cente「．jp

ホームページで当センターの概要や行事予定などが入手できます。

まもな くメー リング リス トでの意見・ 情報 交換も始 めますの で、さま

ざまな立場の方のご参カロをお待ちしています。

イス ラエJレの幸艮告審査で問題 にされた、

子どもの権利の重大な侵害

平 野 裕 二 （子どもの権利条約ネットワーク運営委員）

イスラ工ル とパ レスチナ の紛争 が悪化 の一途 をた どるな か、

2 0 0 2 年 1 0 月2 日、国連・ 子どもの権利委員会によってイスラ工ル

の第 1 回報告善が審査された。

本来の提出期限（19 9 3 年）から8 年遅れの2 0 0 1年に提出された

報告書 （国連文書番号C R C ／C ／8 ／A dd ．4 ）は、ヨ総頁数3 8 1 ページ

と、オー ス トラ リアの第 1 回報告 書 （4 6 0 ペー ジ） に次 ぐ大部 な も

のである。ところが、パ レスチナ被占領地域 （ヨルダン川西岸・ ガ

ザ、以 下 「O P T」）の 子 ど もた ちに 関す る情 事馴ま、報告 書 に はい っ

さい含まれていない。委員会の事前質問事項でも情幸艮提供が求め ら

れたものの、19 9 4 年にパ レスチナ自治政府（以下 「P A 」）に権限と

責任を譲渡 したという理由で、イスラ工ル政府＝は回答を拒否した。

しか し、国別報告書も兼ねて審査に臨んだ ドゥツク議長は、占領

国であるイスラ工ルはO P T における条約実施にも責任を負っている

と指摘 し、 O P T の子どもも含めて両国が管轄 していると考え られる

すべての子どもの状況を審査対象にすると宣言。現に、委員からの

質問の多くはO P T の子どもたちの状況に集中 した。 この管轄権の問

題については、他の国連人権条約機構も同様の対応をとってきてお

り、とくに社会権規約委員会の所見（E瓜 12／1／A dd．27＆E／C．12／1／A dd．6 9）

で詳細な指摘が行なわれている。

取 り上 げ られた 問王琵は多 岐 に渡 り、 と くに最初 の 質問 セ ッシ ョン

は1 時間 2 0 分 にも及んだ （通例は4 0 ～ 6 0 分）。とくに、2 0 0 0 年

9 月以降のイスラ工ル・パ レスチナ問の紛争の過程で、パレスチナ

ぱ
子ども2 5 0 人以上、イスラ工ル人の子ども7 2 人を含む多数の

子どもの権利条約 第6 4号・ 200 2年 10 月2 0 日号

民間人の 犠牲 者 が出 てい る こと （ア ムネ ステ ィ・ イン ターナ シ ョナ

ルが 2 ロ0 2 年 9 月末 に発表 した報告 書K 州 in g t「1e Futu「es：

C h ild re n in theline of fireによる）については、多くの委員から

重大な懸念が表明されている。

総括所見 （以下 〔 〕はパラグラフ番号）で は、「条約の実施を

阻害 す る要 医ほ主よ び困 難」 と して、「パ レスチ ナ人 の 自爆 攻 撃 によ

りイスラ工ルの民間人（子どもを含む）が意図的かつ無差別に標的

とさ れ、 かつ 殺 さ れて い る こと」 が 挙 げ られ る とと も に、「パ レス

チナ地域の違法な占領、民間人地域の爆撃、超司法的殺人、イスラ

工ル国防軍による比例性を欠いた力の行使、住宅の解体、インフラ

ストラクチ ャー の破 壊 、移動 の制 限 およ びパ レス チナ 人 に対 す る 日

常的な屈辱的行為が暴力の連鎖を助長し続けている」と指摘された

〔4 〕。そ して、「主要な概念事項および勧告」の冒頭で、「同地域の

子どもたちの平和的かつ安定 した未来は、国際人権法および国際人

遵法 にもとづ いて しか達 成で きな い」 ことが強 調さ れてい る 〔5 〕。

このような認識にもとづき、生命に対する権利の項では、イスラ

工ルおよび「関連のあ らゆる非国家主体」の両者に対 し、暴力を終

わらせ、 かつ 子 どもが 紛争 に参 加 しな い ことを確 保 する ため 、ただ

ちに あ らゆる 必要な 措 置を とる こ とな どが弓重く促 され た 〔3 1〕。武

力紛争の項でも同様 に、イスラ工ルと「その他の非国家主体」に対

し、子 どもが 紛争 の犠 牲 にな らな いよ う にする ための い くつ かの措

置が勧告されている 〔5 7 〕。

また、イスラ工ル警察当局がパ レスチナ人の子どもを逮捕・尋



問・拘束するさい、拷問や非人道的な取扱いを しているという報告

がある点についても、具体的な警察署・ 刑務所名を挙げて懸念が表

明され、対応を促された。〔3 4 ・ 3 5 〕。このような子どもの権利が

さまざまな軍令によ って侵害されていることについても同様である

〔 2 3・ 2 4 ・ 6 0・ 6 1〕。

道路封鎖、夜間外出禁止令、移動制限、諸施設の破壊によ り、

O P T の子どもたちの健康・保健サービスや教育へのアクセスが「深

刻に悪化 している こと」 について も深 い懸念が表 明されてい る

〔 4 1・4 2 ・ 5 0 ・ 5 1〕。住居の破壊も「これ らの地域の子どもたち

の生活水準への権利を5深刻に侵害するもの」と指摘され、国際人道

法に したが った対 応 、被害 者 に対 する保 障 な どが勧 告 され た

〔 4 7・4 8 〕。

玉

教育内容 については、イスラエルおよび 「パ レスチナ 自治政府を

含むあらゆる関連の非国家主体」に対 し、人権の発展・尊重や寛容

にと くに配 慮 した 人権 教 育 を行 な うよ う、勧 告 され て い る 〔5 5 〕。

暴力の連鎖を断ち切るためにも重要な課題である。

イスラ工ルおよびその他の紛争当事者が以上の勧告を充分に尊重

する こと は、 残念 なが らほとん ど期 待 でき ない 。 しか し、国 際社 会

はこ う した 指摘 を 繰 り返 し繰 り返 し行 な ってい く必 要が ある 。次 回

報告書の提出期限は2 0 0 8 年 1 1月 1 日と指定されたが〔6 4 〕（報

告遅延のため、例外的措置として第2 回～第 4 回報告書をまとめて

提出 す るよ う求 め られた もの ）、そ の と きま で に、 イ スラ エル・ パ

レスチナ双方の子どもたちが犠牲にならなくともすむような解決が

達成されていることを願わざるをえない。

独立 した監視機関に関する

一般的意見第2 号を採択
平 野 裕 二 （子どもの権利条約ネットワーク運営委員）

国連・子どもの権利委員会 は、2 0 0 2 年 1 0 月4 日（第3 1会期）、

「子どもの権利の保護および促進における独立 した国内人権機関の

役割」に関する一般的意見第2号 （国連文書番号C R C ／G C／20 0 2 ／2）

を採択・ 公表 した （以 下、〔 〕 内の数 字はパ ラグ ラフ番号）。

2 0 0 1年 1 月の一般的意見第 1 号 （教育の目的）に続き、子 どもの

権利条約の解釈・ 実施のあ り方がまたひとつ、委員会によって体系

的に まとめ られた こ とになる 。

「国内人権機関」（natio n a l h u m a n 「ig h t s in s tit u tio n s 、以下

「 N H R l」）とは、行政府・立法府・司法府の 3 権か ら独立 した立場で

人権の促進・保護・監視を行な う公的機関を包括的に表すときに用

いられる、国際的用語である。子 どもの権利の世界では、一般に「子

どもオ ンブズマン（オン ブズパー ソン）」と して話 題にな ることが多 い。

委員会は、日本も含むほとんどの国に対 し、このような独立 した

監視機関の設置・強化を勧告 してきた。実際に、子どもオンブズマ

ンまたはそれに頬する機関を設置する国 は増え続ける一方である

（喜多明人ほか編『子どもオンブスパーソン 子どものS O S を受け

とめてJ 日本評論社・2 0 0 1所収の拙稿参照）。

一般的意見では、子どもにとくに焦点を当てたN H R lを設置する

ことが、条約を効果的に実施するための不可欠な措置と して位置づ

けられた 〔 1・ 3 ・ 5 ・ 7 等〕。必 ず しも子 どもオ ン ブ ズマ ンの よ う

な専門機関である必要はなく、一般的なオンブズマンや人権委員会

が子どもの問題も担当することに してもよいが、その場合 には専門

のオ ンブズマ ンな り部局 な りを設置 しな けれ ばな らない 〔6 〕。

N H R lは、憲法または法律上の根拠にもとづき 〔8 〕、かつ国連総

会が 19 9 3 年に壬采択 した「国家機関 （国内人権機関）の地位に関す

る原則」（パ リ原則）に したがって設置されなければな らない 〔4 〕

（日本語訳はhttp ：／／W W W ．m a rS．S P h e re ．n e．jp／jh rf2 1／D o u k o u／

i n te rn a tio n a 11．htm l 等参照）。N H R トが備えるべき主な要件は以下

のとお りであ る。

（ a）独立性 〔10 等〕

（ b）N G O や各分野の専門家を含んだ多元的な構成 〔12 〕

（ C）国際文書にのっとった広範な委任事項 （管轄事項）〔8 等〕

（ d）権利侵害に対する個別救済を含め、職務を効果的に遂行するため

に必要なさまざまな権限の保障 〔8・9 ・ 13 ～ 15 等〕

（ e）子どもによるアクセス・意見表明・参カロの保障・促進〔 1 5 ～ 1 7 〕

（ f）N G O との協力の追求 〔2 6 〕

（ g）「子どもの権利状況に関して直接に、独立にかつ別個に報告する

権利」〔18 〕

（ h）充分な資源 （人的・財政的）の保障〔1 1〕

N H 矧 わて行 な うべ き 国内 的活 動 と して は、（a）～（t）の 2 0 項 目が例

示されている〔19 〕。大別すれば以下の 5 類型である。

①調査・報告 （（a）～（C）および（S））

②立法・j改策等の監視・提言 （（d）～（j））

③適切な立法・政策プロセスの促進 （（h）～（k））

④広域・意識啓発・教育 （（り～（0））

⑤個別救済（（a）および（P）～（「））

同時に、国際的活動として、まず子どもの権利委員会をはじめと

する人権条約機構 の報告手続 に独 立 した立場 から貢献する こと

〔 2 0 ・ 2 1〕、国連人権委員会のさまざまな特別手続とも協力するこ

と〔2 2 〕、各国の N H R l同士の国際的・地域的交流を進めること

〔 2 7 ～ 2 9 〕なども挙げ られている。

現在、日本でも行政から一定程度独立 した人権委員会（仮称）の

設置に向けて、人権擁護法案の国会審議が進められている。しかし、

そこで構想されている体制は今回の一般的意見やパリ原則の要件を

とうてい満たすものではない。法案の内容を抜本的に再検討・修正

する とと もに 、独 立 した子 ど もオ ンブ ズマ ンの設 置 もあ らため て検

討するべきである。そのさい、すでに自治体 レベルで活動 している

川西市子どもの人権オンプズパーソン、川崎市人権オンブスパーソ

ン等の経験が充分に踏まえられるべきであろう。

＊一般的意見 2 号の 日本語訳およびさらに詳 しい解説は子どもの人

権達 rいんJ言1おめ一 しょんJ に掲載 予定 。原文 はhttp：／／W W W ．Unh chr．

C h／hm tl／m enu2／6／C「C／doc／COm m ent．htm 参照。
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暮

子どもによる、子ども通信社 ボ イ ス （V O IC E ）

「 世界を 訴 もしろくす るもの。とれ捗 子 ともた ちの声、意 見、アイ宇 イア J

亨ども記者 土 田 朋 水 （16才）

V o ic e 【声 】 o p in io n 【意 見 】 はe a 【ア イデ ア】

C h ild re n 【子 ども たち】 E m p o w e rm e nt 【潜在 的 な力 を引 き 出す こ と】

子 ども通 信社 ボ イ スⅣO IC E ：声 を意味 す る ） は、9歳 ～1 8歳 までの 子 ど もが運 営 してい ます。 取材 は、 ア イデ ア か らイ ンタ ビ ューや

座談 会 、記事 の編 集 にい た る まで子 ど もが 中′むに動 き、新 聞・ 雑 誌・ ラ ジオ・ イン ター ネ ッ トなど を通 して子 どもの視 点 を社会 に伝 え

てい ます 。 これ まで に は 、9 ・1 1テ ロ や戦争 につ い ての 記事 を共 同通信 や岩 波書 店 『世 界 』 な ど を通 して配 信 して い るほ か、『月刊 ・

子ども削 への掲 載 、 またボ イ ス・ ホー ムペ ー ジか らも ニ ュース を伝 え て きま した。（U R L ：h ttp ：〟w w w ．k id ＄V O ice －jp ．o rg ）

今 、子 ども はV o ic e le s s（ボ イ ス レス） で 、子 ど もの 声 が

社会 に反 映さ れて いな い状況 にあ ります 。そ んな ボイ スが子

どもをふ くめ た F声 な き声 』を世 界 に伝 える ため 、初 の取材

旅行を行 ったのは今年、夏のことです。行き先は国内取材と

して “沖縄 ”、 海外 取 材 と して “カ ン ボ ジア ”を ピ ックア ッ

プしま した 。

それまで 9・1 1テロや報復戦争についての取材や座談会を

繰り返 して いた 私 たち に と って 、 この 2 つ の地 を取 材 する こ

とはと ても意 味の あ る ことで した。 なぜ な らそれ は 「沖縄 も

カンボ ジア も以前 は紛 争地 域 （内戦 ）で あ った」 と い う点 に

ありま す。 つま りア フガ ニス タン やパ レス チナ をは じめ と し

た現在 の 紛争 地 域 が、「これ か らだ どる か も しれぬ 未来 を 映

し出 して いる」 可能性 があ るか らです 。

その よ うな視 点か ら切 り口を見 つ け出 し、取材 を した結 果

は「ス トリー トチル ドレン」「 H lV ／A ID S J 「日本 か らの支 援

活動」「基 地」 な ど な ど多 岐 に…度る 問題 を網 羅 する こと とな

り、すべ て が示唆 に富ん だ記事 とな りま した。

そんな記事の中から、今回は沖縄チーム編集による「長寿」

の記事 を配信 しま す。

『沖縄の場合は本土に比べて高齢者を大事にするという風

習が今 でも ず っと強い 』『お年寄 りが 1 人亡 くな ると図書 館 が

1つ 無 くな るの と同 じ』（ 記 事 よ り抜粋 ）沖縄 長 寿の 秘 密 と

は？そ のル ーツは ど こにあ ったのか ？

以下は、子ども通信社ボイスによる琉球大学教授・平良一

彦氏 への インタ ビュー です 。

カンボ ジ アの 子 ども た ちに イ ン タ ビュ ーす る V O IC E

』

子どもの権利条約 第64 号・ 200 2年 10 月2 0 日号

・ ．一′■・●一戸■・◆一戸・・一戸■・t一戸・・⊥戸■■・・一クー・・一戸■・・一戸■・・一戸l・・＿一戸・・一戸‾・・一′－・・J ‾・・＿ノi・・一′－・・㌔ ・・＿ノー・・＿′‾・・＿′‾・・＿′■・・＿′■・・＿′－・・＿′－一・

お年寄 りは図書館

～長寿の秋訣 インタビュー～

子ども通信社V O tC E 沖縄取材チーム ：

神吉万前菜（1 1歳）・ 富田 頒子（1 2 歳）

草野 麗（1 3 歳）・ 鶴巻 香織（1 5 歳）

・・一戸・・一戸■・・一戸■－・・一事■・・一≠■・・＿■戸■・・一戸・・一戸■・・一戸・・＿タ声・・㌔ ・・J 芦・・一≠■■・・‘－′i・・一′i・・一′－・・一′戸i●・一′－・・一′－・・＿′－・・＿′‾・・＿′ ●・＿′‾●・＿′‾●・

2 0 0 2 年 8 月 5 日、 東京 とは比 べ物 にな らな い く らい 日差

しの強い午後、∨0 1C E 沖縄取材チームは一元球大学教育学部

生涯健康教育コースの平良一彦教授に長寿に関するインタビ

ユーを行 いま した 。

【 長寿の秘密】

V ：まず 、長 寿 とは何

を指 す の で し ょ う か ？

平良 ：少 な くと も 8 0

歳以上でなければ長寿

とは 言 え ま せ ん 。

1 9 0 も年頃 の 日本 はと 平良 教 授（琉 球 大 学）に イ ンタ ビ ュー す る∨0 1C ∈

いうと、他の国 と比べて短 命国で した。 日本 に沖縄が復帰 して

からは長寿 日本一ということにな ります。

V ：勉弓垂とか 仕事 の競 争が 東京 よ りも激 しくない よ うな気が

します 。ス トレスな ども長 寿 と関係 して いますか。

平良 ：関係 はな き に しもあ らず だ と思い ます 。沖縄 の場 合 は

日最間が ゆ った りと流 れ て いる と い う大 きな特 徴 があ ります 。

時間が ゆ った りとな がれ ると い うこと は心 にゆ と りをもつ と

いう こと とつな が ってき ます か ら、非常 に ス トレスの少 な い

社会 だと言えます。つ ま り、その まま病 気に対する免疫だ とか

抵抗力 にも関係 していき ます し、大 事な ことだ と思 いますね。

V ：今 の お年寄 りは、苦 戦争 な どで栄養 が 欠乏 して いたの に

どう してあ んな に生 き られ るの だ と思 いますか。

平良 ：生 き延 びて きた方 々 は、 も う必死 にな って生 きて きた

んで す。 いま もむ か しも沖縄 は全 国で 一番 貧乏 な県 です 。だ

から目の前 だ食 べ られ るもの は全 部食 べ てき ま した 。そ うい



うことが結局、結果と して栄養のバラ ンス はよかったわけです。

V ：長 寿の秘訣 はど うい うものなの で しょうか ？

平良 ：食事と、体を動かす運動と、体を休める休養 とに分け

られ 、 この 休 養 と運 動 の バ ラ ン ス が非 常 に良 くと れ て い る

方々が ど っち か とい うと長生 き です 。生活 習慣 で しっか りと

自分 自身 をも って行 動 して いる方 た ち じやな いかの か な と思

います。

食 につ いて 、 日本 をみ て いき ます と、 日本 はま ず米 を中心

に食 べて いる 。それ か ら野菜 を よ く摂 ってい ると か、 ある い

は魚 類を よ く摂 ってい ると かさ毎華 頬 をよ く摂 って いる とい ろ

いろ良 い特 徴 をも って います が、 沖縄 ‾ごはさ らに 、豚 肉な ど

のた んば く質 を過不 足 な くと って い る とい うこ とが言 え、沖

縄の平均は全国の平均 に比べて2 倍 も野菜を食べています。

それ か ら豆腐・豆芙頁も摂取 してい ます。豆 類は癌 や老 化、女性

の更 年期 障害 、骨粗 しょ う症 を防 ぐな ど さま ざまな い い働 き

をもっています。加えて、食塩の摂取です。沖縄は全国で一

番食 塩の摂 取 がす くな いと ころで す 。塩辛 い もの をよ く食べ

ている地域は脳卒中で倒れる人が非常に多いというデータが

あります 。癌 で倒れ る人 も多 いの です 。そ うい うこと では沖

縄は療をみても脳卒中をみても全国で一番少ないところです。

【高齢者の社会参加とそれを支える地域社会】

そ れか らも うひ とつ は運動 。昔 は仕 事 とい うと か らだを動

かす仕事 が多か ったの ですが 、い まはそ うではあ りません ね。

です か ら運 動不 足 にな って います 。 また肥 満 とい う こともあ

りま す 。

そ れ に対 し沖 縄の 長寿 の方 々 は非 常にめ りは りの あ る生活

をしてい ます。 沖縄 で は、年 を と って いて も何 か しな けれ ば

悪い とい う意識 が高 齢者 にあ りま して、周 りに迷惑 を かけな

いよ うにち やん と 自立 しよ うとい う精 神が非 常に強 いんで す。

一方 で、や って も らいた い とい うと きに は、堂 々 と隣近 所の

若い人 にお 願 い します。 そん な人 間関 係が でき てい る とい う

ことがあ ります。

だい じ ょうぶの 絵本 く全 3 冊 〉

あなたはちっともわ るくない

－ だい じょうぶの絵本 1 一

安藤 由紀

岩波書店 （2 0 0 1年3月）

各 13 0 0 円＋税

た ろ くまと ちび くま が遊 んで いる とき 、た ろ くまの 指 に とげが さ

さってしまい、お医者さんのやぎせんせいに見てもらう機会があ り

ました。そのとき、やぎせんせいが、ちびくまの体のあちこちにア

ザがあるのに気づきます。やぎせんせいは、虐待されて傷つくこと

を「こころ にとげが ささ る」 とい う表 現を使 いな が ら、ち び くま に、

どん な行為 に よ って 「こ ころ にと げが ささる 」の か 、ち び くまは ま

つた く悪 くな い こと 、い や な こと をさ れ た とき には 「いや だ」「や

めて」 とい っていい こ と、いえな い ときはそ の人 か らはなれ る こと、

仕 事 をも って いる 人が非 常 に多 い し、仕事 で な くても ボラ

ンテ ィア 活動 や 村の 行 事 に積 極 的 に参加 す る とい うこ とで 、

家の中 でひ まを もて あま して ブ ラブ ラ して いる 人が非 常 に少

ない です。色 々な人々 と交流 してい ます。

それから休養です。東京の高齢者 に比べて沖縄の高齢者は

睡眠の 質が いい とい うデ ー タがあ ります。 睡眠 時問 は同 じく

らい かも しれ ませんが 、疲れ を修 復す る効率がい いのです。

もうひとつ大事なのは、沖縄は本土に比べて高齢者を大事

にす る風習 がい までもず っと強 いこ とがあげ られます。 また、

人々全 員で 、お年寄 りをサ ポー トして います。「お年 寄 りが ひ

とり亡 くな ると 、図書 館 がひ とつな くなるの と 同 じだ」 と言

います 。い ろんな 経験 を しな が ら長 い 間生き て きてい るわ け

ですか ら、 この お年寄 りか ら学ぶ ことは非 常に多いの です。

正直言って、食事のバランス・沖縄のような生活習慣は、

東京 で は、 出来 な いな あと感 じま した 。戦 争は 、マ イナ ス面

ばか り感 じて いたが 、長 寿を つなげた プラス面 があ ったことに

も驚 き です 。そ して、沖 縄 が長 寿 NG l とい うの は食 べ物 や気

候だ けでな く人 の温かさ なども影響 しているの だと思い ます。

とこ ろで、 この よ うに長 寿の要 素 をも つ沖縄 も 、バ リアフ

リーな どが まだまだ行 き とどいて いません。首 里城 などには 、

バリア フ リーの た めの 工 夫 が

あるのですが、街中を歩いて

いても段 差があ り道幅 が狭 く、

工夫 を 全 く 目に しま せん で し

た。

も う少 し、高齢 者・障害 者 ・

その 他 の人 に も配 慮 して い け

ば、も っと住みやすい “長寿国

沖縄 ”にな るの で はな い で し

ょうか 。
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しって い る人 にそ の ことを はな す ことの 大事 さ を説明 します。 たろ

くま は、 こ ころ にと げがさ さ って しま った ちび くま に、な ん とかち

びくまを助 け てあ げた い と伝え ます 。ち び くま は、 やぎせ んせ い と

たろ くまの 励 ま しによ って 、 自分 を肯定 し、虐待 を乗 りこえて いき

ます。

どのような行為が虐待 にあたるか、虐待にあったときの身を守る

方法、虐待さてもなお自分が悪いと思いがちな子どもにとって、自

己肯定感がとても重要であることを、この絵本はわかりやすく教え

てくれ ます。

登場する子ぐまややぎせんせいの絵もとてもかわいらしく、子ど

もが楽 しみながら虐待について知ることのできる絵本です。巻末に

は、虐待についての解説、2 0 0 0 年 1 1月に施行された 「児童虐待

の防止 等 に関 する 法律」 も 収め られ てお り、お とな にと っても 喜売み

応えのある絵本です。（絵本は全3 冊、第2 巻は、性的虐待と性教育

に焦点をあてた 「いいタッチわるいタ ッチ」第 3 巻は、自己肯定感

をもつことの大切さを伝える 「わたしがすき」です。）

子 どもの権利条約 第 64 号・ 20 02 年 10 月20 日号

』



子 ごもの権利条約 フ ォーラム之0 0 2 ちば だ さ り

速報 J 若者 との対話に堂本暁子知事出席決 まる ／

中 村 雪 江 （フォーラム実行委員会事務局スタッフ）

今回のフォーラムの最大の目玉である「若者と堂本知事との対話」

が実現します。超多忙なスケジュールの中、知事自身が出席 したい

意思を強 く持 っておられた ことで、最後の最後まで調整 してくださ

いました。 1 0 数名の若者がぜひ堂本矢口事と話を したいとのプロジ

ェク トをつ く り準 備 をすす め てき ま したの で 『若者 の夢 』 がひ とつ

叶った こ とにな ります 。す で に開 催 まで 2 ケ 月 を切 りま した 。 初 日

のプログラム、 2 日目の 17 の分科会が確定 しま した。実行委員会で

は子 ど もと おとな が共 に創 る とい う こと を大切 に して き ま した 。 か

かわ っている若者たちは、①参加 している団体も体験 していること

も違 うけ れ ど、 よ く話 して い く と行 き着 くと ころ は共 通 だ った り、

相手の考えていることが理解できるようになり、「違いは豊さ」とい

うこと を実感 し、感動 的 な経 験 をた くさん して い る。（むいろい ろな

立場の人と意見を出 し合 って議論するのは始めての体験で疲れるけ

れど、いろんな人と出会えることがとても楽 しい。と感想を寄せて

います。

1 2 月7 日（土）8 日（日）干 葉県で の フ ォー ラム に ご参 カロくださ い。

きっと草書 のパ ワー に出会 える はずで すか ら‥…・。

1 2 月7 日（土）千葉県教育会館大ホール （干葉市中央区中央）

1 3 ：0 0 ～

1 3 ：3 0 一～

1 6 ：0 0 ～

1 7 ：3 0 ～

オー プニ ングア トラ クシ ョン ＝ロ ック ソーラ ン ＝

堂本知事と 1 0 代の若者十数名との、フェイスto フェイ

スの対話

ペルーの働く子どもたちの組織 「ナソツプ」の子ども

とスタッフの活動報告

子どもや若者の様々な表現の場、若者自身の社会参画

活動の交5充

2 0 ：0 0 ～ 食事をしながら交流会 （於 ：プラザなのはな 3 F大会

議室 「菜の花」）

1 2 月 8 日 （日）

分科会 干葉県教育会館会議室（本館・新館）9：3 0・－1 5 ：0 0

① はじめの一歩～子ども社会参画に向けて

（a 子 どもの 心 を受 け止 め るアサ ーテ ィブ・ トレーニ ング

③ 仙あ そ ぽ あ そ ぽ ” 子 どもとおとながいっ しょにあそぶワークシ ョップ

（彰 子 ども も市民 ！テ ィー ンズで 考え る空 間デザ インW S

⑤ こんな学校・ あつたらいいよね

（む 小児科医・毛利子来さんと子育て・教育基本法を学ぶ

（∋ 語 り場
＼

⑧ シンポ ジウ ム ー O K ！不登校・ ひき こも り－

⑨ 統合教育伺で も相談室

⑩ 大漁旗にゆめ翔る 一 つくろうM y F ta g －

⑪ チャイル ドライン 一 千葉からの発信 －

⑫ わたしたちはここにいる 一 武力紛争と子どもの権利－

⑱ ペ ルーの 働 く子 どもた ち と交 5荒しよ う

⑭ 養 護施 設を知 っていま すか ？－ 知ろう・考えよう恩寵園問題－

⑮ 子育て、教育言いたい放5題

⑯ シン ポジ ウム 一 子どもの権利条例ができるとどう変わるの ？－

⑰ 言 いた い ことを言 お う ！や りた いこ とを描 こう ！

一 子どもと元子どもでつくる紙芝居 一

関会・全体会 干葉県教育会館会議室（新館5 F 5 0 1号室）
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“実践的子どもの権利学’への道
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